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「財政」とは・・・

今月の表紙
生きている化石といわれるイチョウ

古町の大イチョウは
樹齢８００余年を数える大木で

県内屈指の老樹です

令和元年度 財政状況（上半期）令和元年度 財政状況（上半期） 令和元年度 財政状況（上半期）令和元年度 財政状況（上半期）

　私たちが健康で豊かな生活を送るためには、

国や地方公共団体に、学校教育や医療などの、

さまざまな「公共サービス」を提供してもらう必要があります。

　しかし、国や地方公共団体が公共サービスを提供するには、お金が必要です。

　そのためのお金（税金）を国民みんなが出し合って、

みんなの生活に役立つことに使っていく活動を「財政」といいます。

本号では、地方自治法と町の条例に基づき、

町の財政状況（上半期）をお知らせします。
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令和元年度 財政状況（上半期）令和元年度 財政状況（上半期） 令和元年度 財政状況（上半期）令和元年度 財政状況（上半期）

100％

0％

【町税】【町税】
予算予算現現額額

15億5,757万2千円15億5,757万2千円
収入済額収入済額

８億8,665万5千円８億8,665万5千円
（56.9％）（56.9％）

【繰入金】【繰入金】
予算予算現現額額

8億954万4千円8億954万4千円
収入済額収入済額

0円0円
（0％）（0％）

【繰越金】【繰越金】
予算予算現現額額

4億784万7千円4億784万7千円
収入済額収入済額

4億784万7千円4億784万7千円
（100％）（100％）

【その他①【その他①※※】】予算現額 2億282万8千円予算現額 2億282万8千円
　　　　　　　　　　　　収入済額 9,169万円（45.2％）収入済額 9,169万円（45.2％）

【地方交付税】【地方交付税】予算予算現現額 61億7,487万1千円額 61億7,487万1千円　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　収入済額 43億5,651万3千円（70.6％）　収入済額 43億5,651万3千円（70.6％）　

【国県支出金】【国県支出金】
予算予算現現額額

16億8,575万1千円16億8,575万1千円
収入済額収入済額

2億1,681万1千円2億1,681万1千円
（12.9％）（12.9％）

【町債】【町債】
予算予算現現額額

19億9,627万7千円19億9,627万7千円
収入済額収入済額

0円0円
（0％）（0％）

【諸収入】【諸収入】予算現額 9,625万1千円予算現額 9,625万1千円
　　　　　　　　　　収入済額 2,750万円（28.6％）収入済額 2,750万円（28.6％）

【その他②【その他②※※】】
予算予算現現額 5億5,059万4千円額 5億5,059万4千円
収入済額 2億4,718万円収入済額 2億4,718万円

（44.9％）（44.9％）

【自主財源】
予算現額 30億7,404万2千円
収入済額 14億1,369万2千円（46.0％）

【依存財源】
予算現額 104億749万3千円
収入済額 　48億2,050万4千円（46.3％）

※議会費ほか
科　目 予算現額 支出済額 執行率

議 会 費 1億1,386万9千円 5,725万5千円 50.3％
災害復旧費 1億1,970万6千円 613万7千円 5.1％
予 備 費 等 1億1,368万7千円 0円 0％

計 3億4,726万2千円 6,339万2千円 18.3％

一般会計
歳　出

●予算現額
　134億8,153万5千円

●支出済額
　55億6,756万7千円

●執行率
　41.3％

一般会計
歳　入

●予算現額
　134億8,153万5千円

●収入済額
　62億3,419万6千円

●収入率
　46.2％

100％

0％

【総務費】【総務費】
予算現額予算現額

19億2,149万5千円19億2,149万5千円
支出済額支出済額

7億9,349万7千円7億9,349万7千円
（41.3％）（41.3％）

【民生費】【民生費】
予算予算現現額額

25億1,894万4千円25億1,894万4千円
支出済額支出済額

8億5,420万2千円8億5,420万2千円
（33.9％）（33.9％）

【衛生費】【衛生費】
予算予算現現額額

9億6,963万3千円9億6,963万3千円
支出済額支出済額

5億2,103万8千円5億2,103万8千円
（53.7％）（53.7％）

【農林水産業費】【農林水産業費】
予算予算現現額額

9億4,439万3千円9億4,439万3千円
支出済額支出済額

3億102万円3億102万円
（31.9％）（31.9％）

【教育費】【教育費】
予算予算現現額額

14億4,394万9千円14億4,394万9千円
支出済額支出済額

5億5,678万2千円5億5,678万2千円
（38.6％）（38.6％）

【議会費【議会費※※ほか】ほか】予算予算現現額 3億4,726万2千円額 3億4,726万2千円
　　　　　　　　　　　　　　支出済額 6,339万2千円（18.3％）支出済額 6,339万2千円（18.3％）

【労働費・商工費】【労働費・商工費】
予算予算現現額額

13億4,823万円13億4,823万円
支出済額支出済額

7億341万8千円7億341万8千円
（52.2％）（52.2％）

【土木費】【土木費】
予算予算現現額額

13億5,268万4千円13億5,268万4千円
支出済額支出済額

2億1,348万5千円2億1,348万5千円
（15.8％）（15.8％）

【消防費】【消防費】
予算予算現現額額

10億2,234万9千円10億2,234万9千円
支出済額支出済額

7億2,238万3千円7億2,238万3千円
（70.7％）（70.7％）

【公債費】【公債費】
予算予算現現額額

16億1,259万6千円16億1,259万6千円
支出済額支出済額

8億3,835万円8億3,835万円
（52.0％）（52.0％）

0円 134億8,153万5千円

※その他①
科　目 予算現額 収入済額 収入率

分担金及び負担金 4,790万円 1,925万1千円 40.2％
使用料及び手数料 9,204万円 4,299万4千円 46.7％
財 産 収 入 5,087万6千円 2,361万5千円 46.4％
寄 付 金 1,201万2千円 583万円 48.5％

計 2億282万8千円 9,169万円 45.2％

※その他②
科　目 予算現額 収入済額 収入率

地 方 譲 与 税 1億9,370万5千円 4,729万8千円 24.4％
地 方 消 費 税 交 付 金 3億1,800万円 1億7,668万9千円 55.6％
自 動 車 取 得 税 交 付 金 1,600万円 1,209万円 75.6％
地 方 特 例 交 付 金 798万9千円 798万9千円 100％
利 子 割 交 付 金 190万円 43万3千円 22.8％
配 当 割 交 付 金 420万円 88万2千円 21.0％
株式等譲渡所得割交付金 370万円 0円 0％
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 310万円 88万1千円 28.4％
交通安全対策特別交付金 200万円 91万8千円 45.9％

計 5億5,059万4千円 2億4,718万円 44.9％

【 特 別 会 計 】
会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 17億7,591万2千円 6億7,696万1千円 38.1％ 6億7,976万3千円 38.3％
後 期 高 齢 者 医 療 2億2,060万円 5,740万4千円 26.0％ 5,557万8千円 25.2％
介 護 保 険 22億3,067万8千円 10億6,574万5千円 47.8％ 9億6,427万9千円 43.2％
農林業集落排水事業 1億4,310万円 2,784万6千円 19.5％ 6,535万8千円 45.7％
公 共 下 水 道 事 業 4億390万4千円 9,222万9千円 22.8％ 1億3,657万1千円 33.8％

合　　計 47億7,419万4千円 19億2,018万5千円 40.2％ 19億154万9千円 39.8％

【 企 業 会 計 】

会計名
収　　入 支　　出

予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 執行率

水道事業
収益的 5億9,937万9千円 1億7,225万5千円 28.7％ 5億7,126万2千円 8,548万4千円 15.0％
資本的 3億2,804万円 3,778万6千円 11.5％ 5億3,445万2千円 1億2,221万6千円 22.9％

収　

入　

率執　

行　

率

予　算　現　額 0円 134億8,153万5千円予　算　現　額
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９
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●
予
算
額

　

令
和
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年
の
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般
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計
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比
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３
０
０
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１
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３
４
０
０
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。

　

４
月
以
降
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、
予
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４
回
補
正

し
、
９
月
末
現
在
の
予
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は

１
３
４
億
８
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３
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６
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４
７
５
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５
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５
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０
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た
。

　

今
後
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風
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も
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ら
し
た
災
害
復
旧
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関
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る
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算

の
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額
が
見
込
ま
れ
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●
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入

　

収
入
済
額
は
62
億
３
４
１
９
万

６
千
円
（
収
入
率
46
・
２
％
）
で
、

こ
の
う
ち
、
町
の
大
き
な
財
源
で
あ

る
地
方
交
付
税
が
69
・
９
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
税
を
は
じ
め
と
す
る
自

主
財
源
も
、
14
億
１
３
６
９
万
２
千

円
（
収
入
率
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・
０
％
）
が
納
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
歳
出

　

支
出
済
額
は
55
億
６
７
５
６
万

７
千
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執
行
率
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・
３
％
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な
り
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こ
の
う
ち
、
町
債
（
借
金
）
の
返
金

に
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た
る
公
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前
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比

７
９
４
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３
千
円
減
少
し
ま
し
た
。
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政
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税
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て
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い
、
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の
財
政
負
担
に
備
え
ま
し
た
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●
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画
的
な
財
政
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歳
入
で
は
、
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方
交
付
税
の
減
少
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ら
、
町
税
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ど
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の
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保
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が
必
要
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す
。
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も
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限
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の
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め
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し
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選

択
と
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よ
り
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先
を
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し
な

が
ら
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画
的
な
財
政
運
営
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

な
お
、
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定
の
事
業
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行
う
た
め
の

特
別
会
計
、
使
用
料
な
ど
の
収
益
で
運

営
し
て
い
る
企
業
会
計
の
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況
は
、
次

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。
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問
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０
０

●
総
務
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・
旧
梅
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館
解
体
撤
去
工
事

・
第
２
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
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定
業
務

●
民
生
費

・
子
ど
も
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て
支
援
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

・
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
応
援
事
業
（
プ
レ
ミ

　

ア
ム
付
商
品
券
関
係
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
置
資
金
借
入
金
償
還

　

補
助

・
南
郷
保
育
所
照
明
設
備
改
修
工
事

●
農
林
水
産
業
費

・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
樹
記
念
看
板
設
置
工
事

・
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助

・
静
川
農
村
公
園
倉
庫
解
体
工
事

・
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業

●
商
工
費

・
駒
止
湿
原
駐
車
場
管
理
業
務

・
さ
ゆ
り
荘
建
設
事
業

●
土
木
費

・
除
雪
機
械
購
入

・
河
川
環
境
保
全
事
業

・
道
路
新
設
改
良
工
事

・
区
画
道
路
築
造
等
工
事

・
物
件
移
転
補
償
費
（
２
件
）

●
消
防
費

・
消
防
団
救
助
活
動
用
備
品
購
入

・
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業
務

●
教
育
費

・
指
定
文
化
財
等
管
理
費
補
助

・
松
戸
原
教
職
員
住
宅
改
修
工
事

一
般
会
計
補
正
予
算
の

一
般
会
計
補
正
予
算
の

主
な
内
容

主
な
内
容

※
こ
れ
ら
の
事
業
に
必
要
な
財
源
は
、
地
方
交
付

　

税
、
国
県
支
出
金
、
繰
越
金
、
各
種
基
金
か
ら

　

の
繰
り
入
れ
な
ど
で
賄
わ
れ
ま
す
。
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町 功 労 者 表 彰 式
町政の進展に貢献された１５人を表彰

町功労者表彰は、本町の政治、経済、教育文化、社会福祉などの、各般にわたって町政振興に寄与し、
また各分野で町民の模範と認められる方々を表彰することで、豊かで明るい町づくりを目指しています。

令和元年度の表彰式は、１１月２２日に役場正庁で行われました。

湯
田  

賢
太
朗 

さ
ん
（
中
荒
井
）

　

田
島
町
議
会
議
員
、
南
会
津
町
議

会
議
員
と
し
て
11
年
間
在
職
さ
れ
、

豊
富
な
見
識
と
卓
越
し
た
手
腕
で
地

方
自
治
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

根
本  

和
男 

さ
ん
（
川
島
）

　

交
通
教
育
専
門
員
を
40
年
間
務
め

ら
れ
、
小
中
学
校
登
校
日
の
交
通
安

全
啓
発
や
街
頭
で
の
交
通
立
し
ょ
う

を
通
じ
、
交
通
安
全
の
知
識
の
普
及

と
意
識
の
高
揚
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

室
井   

英
雄 

さ
ん
（
田
島
上
町
）

　

昭
和
55
年
10
月
に
田
島
町
消
防
団

に
入
団
以
来
、
38
年
の
長
き
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
は
南
会
津
町

消
防
団
分
団
長
の
重
責
を
担
い
、
消

防
団
員
育
成
な
ど
の
組
織
強
化
に
豊

富
な
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

本
杉  

佳
一 

さ
ん
（
古
町
）

　

昭
和
56
年
７
月
に
伊
南
村
消
防
団

に
入
団
以
来
、
37
年
の
長
き
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
は
南
会
津
町

消
防
団
分
団
長
の
重
責
を
担
い
、
消

防
団
員
育
成
な
ど
の
組
織
強
化
に
豊

富
な
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

故  

渡
部  

新
左
衛
門 

さ
ん
（
羽
塩
）

　

荒
海
財
産
区
議
会
議
員
と
し
て
47

年
間
在
職
さ
れ
、
豊
富
な
見
識
と
卓

越
し
た
手
腕
で
林
業
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
８
月
か
ら
は
荒
海
財
産

区
議
会
議
長
の
重
責
を
担
い
、
健
全

な
議
会
運
営
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

功
績
表
彰
（
５
人
）

森　

秀
一 

さ
ん
（
鴇
巣
）

　

南
会
津
町
議
会
議
員
と
し
て
４
年

間
在
職
さ
れ
、
豊
富
な
見
識
と
卓
越

し
た
手
腕
で
地
方
自
治
の
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

八
須
賀  

智 

さ
ん
（
古
町
）

　

平
成
２
年
５
月
に
伊
南
村
消
防
団

に
入
団
以
来
、
29
年
の
長
き
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
１
月
か
ら
は
南
会
津
町

消
防
団
副
分
団
長
の
重
責
を
担
い
、

消
防
団
員
育
成
な
ど
の
組
織
強
化
に

豊
富
な
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

貝
田  

美
郎 

さ
ん
（
永
田
）

　

南
会
津
町
議
会
議
員
と
し
て
４
年

間
在
職
さ
れ
、
豊
富
な
見
識
と
卓
越

し
た
手
腕
で
地
方
自
治
の
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

橘　

秀
幸 

さ
ん
（
郡
山
市
）

　

昭
和
59
年
３
月
に
舘
岩
村
消
防
団

に
入
団
以
来
、
34
年
の
長
き
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
12
月
か
ら
は
南
会
津
町

消
防
団
副
分
団
長
の
重
責
を
担
い
、

消
防
団
員
育
成
な
ど
の
組
織
強
化
に

豊
富
な
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

須
江  

康
博 

さ
ん
（
古
町
）

　

昭
和
62
年
７
月
に
伊
南
村
消
防
団

に
入
団
以
来
、
32
年
の
長
き
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
は
南
会
津
町

消
防
団
部
長
の
重
責
を
担
い
、
消
防

団
員
育
成
な
ど
の
組
織
強
化
に
豊
富

な
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
功
労
表
彰
（
３
人
）

五
十
嵐  

司 

さ
ん
（
和
泉
田
）

　

南
郷
村
議
会
議
員
、
南
会
津
町
議

会
議
員
と
し
て
23
年
間
在
職
さ
れ
、

豊
富
な
見
識
と
卓
越
し
た
手
腕
で
地

方
自
治
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
５
月
か
ら
は
、
南
会
津

町
議
会
議
長
の
重
責
を
担
い
、
健
全

な
議
会
運
営
に
務
め
れ
ま
し
た
。

星　

登
志
一 

さ
ん
（
長
野
）

　

田
島
町
議
会
議
員
、
南
会
津
町
議

会
議
員
と
し
て
19
年
間
在
職
さ
れ
、

功
労
表
彰
（
７
人
）

渡
部  

勝
善 

さ
ん
（
永
田
）

　

識
見
監
査
委
員
と
し
て
10
年
間
在

職
さ
れ
、
公
正
で
効
率
的
な
行
財
政

確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
永
田
百
目
貫
第
一
納
税

貯
蓄
組
合
長
を
28
年
間
務
め
ら
れ
、

組
合
の
運
営
と
町
税
な
ど
の
期
限
内

納
付
に
尽
力
し
、
町
財
政
の
健
全
化

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

阿
久
津  

文
好 

さ
ん
（
針
生
）

　

北
根
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
33

年
間
在
職
さ
れ
、
組
合
の
運
営
と
町

税
な
ど
の
期
限
内
納
付
に
尽
力
し
、

町
財
政
の
健
全
化
に
多
大
な
る
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

金
子 

隆
司

 

南
会
津
地
方
振
興
局
長

森　

秀
一 

さ
ん

本
杉 

佳
一 

さ
ん

八
須
賀 

智 

さ
ん

星
教
育
長

大
宅
町
長

湯
田
賢
太
朗 

さ
ん

渡
部 

勝
善 

さ
ん

五
十
嵐 

司 

さ
ん

星 

登
志
一 

さ
ん

阿
久
津
文
好 

さ
ん

室
井
議
長

豊
富
な
見
識
と
卓
越
し
た
手
腕
で
地

方
自
治
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

故  

阿
久
津  

梅
夫 

さ
ん
（
井
桁
）

　

舘
岩
村
議
会
議
員
、
南
会
津
町
議

会
議
員
と
し
て
19
年
間
在
職
さ
れ
、

豊
富
な
見
識
と
卓
越
し
た
手
腕
で
地

方
自
治
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

開票結果

候補者
（届出順） 党派

得　　票　　数

下郷 檜枝岐 只見 南会津 計

当選 星　　公正 自　民 1,535票 302票 2,056票 4,444票 8,337票

渡部　英明 無所属 1,871票 71票 823票 5,498票 8,263票

本町の当日有権者数・投票者総数・投票率
区　分 当日有権者数 投票者数 投票率
男　　 6,570 人 4,966 人 75.59％

内 18 歳 75 人 43 人 57.33％
内 19 歳 63 人 16 人 25.40％

女　　 6,878 人 5,102 人 74.18％
内 18 歳 59 人 35 人 59.32％
内 19 歳 59 人 14 人 23.73％

計　　 13,448 人 10,068 人 74.87％
内 18 歳 134 人 78 人 58.21％
内 19 歳 122 人 30 人 24.59％

11
月
10
日
投
開
票

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

南
会
津
郡
選
挙
区  

開
票
結
果

　

任
期
満
了
に
伴
う
福
島
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
は
、
11
月
10
日
に

投
開
票
が
行
わ
れ
、
南
会
津
郡
選

挙
区
は
現
職
の
星
公
正
氏
が
再
選

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

現
職
の
星
公
正
氏
が
再
選

　

本
町
の
投
票
率
は
74
・
87
％
、

南
会
津
郡
で
は
75
・
16
％
で
し
た
。

　

な
お
、
福
島
県
全
体
の
投
票
率

は
過
去
最
低
の
41
・
68
％
で
、前
回

（
平
成
27
年
）の
46
・
67
％
を
４
・
99

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

電
話
０
２
４
１（
６
２
）６
１
０
０
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役場からのお知らせ
town office information

給与支払報告書の提出を忘れずに
　所得税の源泉徴収義務がある事業主（給与支払者）※  は、法人・個人を問わず、前年中に支払った給与
について、給与支払額の多少にかかわらず、アルバイト・パート、役員などを含むすべての従業員の給与
支払報告書を作成し、従業員の１月１日現在における住所地の市町村長に提出することが法令により義務
付けられています。

※従業員を雇用する事業主（給与支払者）は、所得税の源泉徴収義務者です。

【 問 合 せ 】
税務課　町税係　　　　　　　　電話 0241-62-6110　　　舘岩総合支所　町民課　住民係　電話 0241-78-3345
伊南総合支所　町民課　住民係　電話 0241-76-7712　　　南郷総合支所　町民課　住民係　電話 0241-72-2224

区　分 内　　　　　　　　　　容

提出するもの
①総括表　　②給与支払報告書（１人につき２枚）
③普通徴収切替理由書（普通徴収対象者がいる場合は必ず提出してください。）

提 出 期 限 令和２年１月３１日（金）　※早期提出にご協力ください。

提 出 先
【持参の場合】税務課または各総合支所町民課
【郵送の場合】〒９６７－８５０１　南会津町田島字後原甲３５３１－１　南会津町役場 税務課

注 意 点

　町から特別徴収義務者の指定を受けている事業所は、町から郵送された指定番号入りの総括
表と給与支払報告書（個人明細書）をご使用ください。
※昨年、給与支払報告書を電子申告（ｅＬＴＡＸ）で提出された事業所へは、総括表を郵送し
　ていません。
※特別徴収ができない方がいる場合は、特別徴収者と普通収徴者の間に、必ず「普通徴収切替
　理由書」を挟んで区別してください。

重 要 事 項

　マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）の施行により、給与支払報告書に「法人番号」
および「個人番号」の記載が必要です。

　本人確認は、次に分類されます。
　◆番号確認（正しい個人番号を確認）
　◆身元確認（申告者が個人番号の持ち主であるかを確認）

　なお、代理人が提出する場合は、次の書類が必要です。
　①委任状（法定代理人の場合は戸籍謄本、その他の資格を証明する書類）
　②代理人の身元確認書類
　③個人事業主の個人番号確認書類

【番号記載の対象者】

●給与受給者・・・受給者本人、控除対象配偶者、扶養親族

●給与支払者・・・法人番号、個人番号（個人事業主の場合）
※支払者が個人事業主の場合は、
　提出時に本人確認を行います。

①１点で確認できるもの　→　「マイナンバーカード」

②２点以上で確認できるもの　→　マイナンバーカードをお持ちでない方は、次のいずれかの

　　　　　　　　　　　　　　　　書類をそれぞれご用意ください。

個 人 番 号
通知カード

顔写真入りの証明書（１点）
・運転免許証
・パスポート
・障害者手帳　など。

次の書類のうち２点
・医療保険の被保険者証
・年金手帳
・児童扶養手当証書　など。

＋＋ または

第３１回ふくしま駅伝
総合３５位・町の部で１５位

記録「５時間４９分１８秒」

つ
な
い
だ
町
の
誇タ

ス
キり

　
　
　
　
　

16
区
間
94
・
８
㌔
を
激
走

〝

〝

区間 距離 氏　名 所　属 総合順位

１ 4.0㎞ 鈴木　　花 田 島 中 ２ 年 ４０

２ 8.2㎞ 渡部　来渚 学法石川高３年 ３２

３ 5.8㎞ 渡部　智哉 荒 海 中 ３ 年 ３０

４ 7.3㎞ 君島　彬斗 葵 高 ２ 年 ３９

５ 6.4㎞ 佐藤　　丞 南 会 津 中 ２ 年 ３７

６ 8.3㎞ 工藤　祐輔 田 園 都 市 Ｌ Ｃ ３５

７ 5.4㎞ 酒井　　蓮 南 会 津 中 ３ 年 ３６

８ 4.1㎞ 金田　颯太 南 会 津 中 ３ 年 ３６

９ 3.0㎞ 平野　　花 田 島 中 ２ 年 ３４

10 9.3㎞ 土橋　一馬 南 会 津 町 役 場 ３４

11 3.9㎞ 湯田　綾音 若松商業高２年 ３３

12 7.0㎞ 芳賀　裕希 医療法人正生会 ３４

13 4.6㎞ 馬場　亮太 荒 海 中 教 員 ３５

14 5.7㎞ 五十嵐丈裕 南 会 津 中 ３ 年 ３４

15 3.4㎞ 齋藤　舞花 舘 岩 中 ２ 年 ３４

16 8.4㎞ 湯田　和樹 住田光学ガラス ３５

スポーツの秋スポーツの秋
autumn is a best season for sportsautumn is a best season for sports

「
日
本
一
の
ふ
く
し
ま
を
つ
く
る
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に

　

福
島
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
各
市
町
村

の
「
ふ
る
さ
と
お
こ
し
」、
さ
ら
に
は
中
・

長
距
離
選
手
の
育
成
と
強
化
を
目
的
に
、

平
成
元
年
に
始
ま
っ
た
市
町
村
対
抗
福
島

県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
通
称
「
ふ
く
し

ま
駅
伝
」）。

　

第
31
回
を
迎
え
た
大
会
は
、
11
月
17
日

に
し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
。
福
島
県
庁
ま

で
の
全
16
区
間
94
・
８
㌔
を
、
県
内
53
チ

ー
ム
の
代
表
選
手
が
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

南
会
津
町
チ
ー
ム
は
、
前
回
よ
り
順
位

を
落
と
す
記
録
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
廣
野

友
一
郎
監
督
（
町
役
場
）
は
、「
選
手
一

人
一
人
が
自
分
の
力
を
発
揮
し
、
ゴ
ー
ル

ま
で
走
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
前
回
よ
り
も
順
位
は
下
が
り
ま

し
た
が
、
こ
の
経
験
を
次
に
生
か
し
ま

す
。」
と
大
会
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
の
力
走
を
あ
た
た
か
く
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

３
区 

渡
部 

智
哉 

選
手

９
区 

平
野　

花 

選
手
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています
　弊社は、町内を中心に会津、県北、県中に至る広い範囲で、住宅の新築やリフォームを手掛けています。また、匠ｌａｂ一級建築士事務所を併設し、
設計から施工までお客さまの期待に応えるよう真心をこめて家造りをしています。
　木造住宅では、各種補助金を活用した新築、省エネ改修、耐震改修工事の経験も豊富です。昔ながらの大工による墨付け、手刻みの技術を守り受
け継ぎながら、先端の技術も取り入れて家造りをしています。
　さらに、工場の鉄骨造新築工事、改修工事、公共工事の鉄筋コンクリート造の耐震工事も手掛けています。

シリーズ 21

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

【会社概要】
◆代表取締役：大橋　祐一　◆設立：１９７７年（昭和５２年）４月２７日　◆創立：１９２４年（大正１３年）４月　◆住所：南会津町永田字西俣１１０
◆ＴＥＬ：０２４１- ６２- １０００　◆ＦＡＸ：０２４１- ６２- ３８７２　◆従業員数：７人（男性６人・女性１人）内非正社員１人
◆採用情報：正社員３人募集中　◆ＨＰ：https://ohashikomuten.com/　※設計・施工・リフォームなど、ご要望があればお問い合わせください。

住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名

東 京 都 葛 飾 区 久世　晋司　様 神奈川県横浜市 山下　博満　様 三重県四日市市 角田　昌弘　様

東京都江戸川区 三浦　俊雄　様 神奈川県横浜市 佐藤　清孝　様 大 阪 府 大 阪 市 羽染　盛夫　様

東 京 都 江 東 区 住友佑佳里　様 神奈川県横浜市 山田　昭三　様 兵 庫 県 神 戸 市 馬場　良彦　様

東 京 都 江 東 区 久松信太郎　様 千 葉 県 千 葉 市 栗原　　勇　様 新潟県新発田市 渡邉　成幸　様

東 京 都 江 東 区 五十嵐貞二郎　様 千 葉 県 松 戸 市 亀井沢圭介　様 福 島 県 白 河 市 鈴木　隆司　様

東 京 都 品 川 区 園原　惇史　様 千 葉 県 柏 市 岡利　　祐　様 福 島 県 郡 山 市 鈴木　　聡　様

東 京 都 板 橋 区 前田　寿美　様 茨 木 県 美 浦 村 松山　将樹　様 福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様

東 京 都 練 馬 区 星　　真弓　様 茨木県つくば市 河村　安彦　様 福 島 県 下 郷 町 湯田電気管理事務所様

東京都八王子市 榎本　正行　様 埼玉県さいたま市 岡本　英孝　様 福島県いわき市 中川　栄三　様

匿 名 希 望 ９７件

１０月１６日から１１月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計１２４件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからもお申し込みができるほか、
クレジット決済もできます。詳しくは、町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241－62－6210

問南会津町 ふるさと納税

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま

　

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
の
ど
か
で

自
然
が
美
し
い
で
す
ね
。

▼
町
の
未
来
を
応
援
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
、あ
り
が
と
う
。

▼
花
木
の
宿
の
、
大
浴
場
改
修
工
事
後
の
利
用
を
楽
し
み

に
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
高
畑
ス
キ
ー
場
の
シ
ー
ズ
ン
券

を
買
い
ま
し
た
。

▼
舘
岩
出
身
で
す
。
こ
れ
か
ら
雪
の
季
節
に
な
る
の
で
、

寒
さ
に
負
け
ず
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ
も
南
郷
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
今
年
は
ひ
め
さ
ゆ
り
を
見
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て

町
の
活
性
化
を
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
前
沢
曲
家
集
落
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
と
て
も
素
敵
で
し
た
。
大
内
宿
に

負
け
な
い
よ
う
に
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
ょ
う
。

▼
豊
か
な
自
然
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
南
会
津
町
は
故
郷
で
す
。
が
ん
ば
れ
。

▼
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
事
業
で
の
町
づ
く
り
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

▼
故
郷
へ
の
納
税
で
す
。
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
南
会
津
町
は
自
分
の
プ
ラ
イ
ド
で
す
。

▼
台
風
19
号
の
被
害
を
受
け
た
と
の

ニ
ュ
ー
ス
で
胸
を
痛
め
て
い
ま
す
。
さ
さ

や
か
な
が
ら
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
南
郷
ト
マ
ト
大
好
き
で
す
。
応
援
し
て

い
ま
す
。

▼
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
使
っ
て
く
だ
さ

い
。

▼
田
代
山
の
自
然
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
高
畑
ス
キ
ー
場
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
「
先
日
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
不
動
産
の
相
続
手
続
き
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
で
す
か
？
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
県
司
法
書
士
会　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
７
５
０
２

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
地
方
法
務
局　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
５

第
１
回
「
相
続
登
記
を
せ
ず
に
、

　
　
　
　

放
っ
て
お
い
た
場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？
」

相
続
人
の
中
に
所
在
不
明
の
方

な
ど
が
い
る
場
合
、
す
ぐ
に
登

記
を
含
め
た
相
続
手
続
き
を
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
相
続
分
を
確
定
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
が
２
回
以
上
重
な
る

と
、「
誰
が
相
続
人
と
な
る
か
」
と
い

う
調
査
だ
け
で
相
当
の
時
間
が
か
か

り
、
相
続
登
記
の
手
続
費
用
や
手
数

料
も
高
額
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
相
続
の
手
続
き
に
時
間

が
か
か
る
と
、「
相
続
し
た
不
動
産
を

売
り
た
い
」
と
思
う
と
き
に
、
す
ぐ

に
売
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、

思
わ
ぬ
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
相
続
登
記
が
放
置
さ
れ

て
い
る
た
め
に
所
有
者
の
把
握
が
困

難
と
な
り
、
公
共
事
業
な
ど
が
進
ま

な
い
原
因
、
い
わ
ゆ
る
「
所
有
者
不

明
土
地
問
題
」が
表
面
化
し
て
き
ま
す
。

　

相
続
登
記
の
未
了
は
、
適
切
に
管

理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が
増
加
す

る
、
大
き
な

要
因
の
一
つ

と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

答
　

相
続
し
た
不
動
産
の
相
続
登
記
を
放
置
し
た
こ
と
で
、
登
記
上
の
所
有
者
と

実
際
の
所
有
者
が
異
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
、
所
有
者
不
明
の
土
地
や
建
物

の
問
題
が
社
会
的
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
相
続
登
記
の
必
要
性
や
重
要
性
を
、
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
ま
す
。

連
載
コ
ラ
ム
「
相
続
登
記
」
パ
ー
ト
２

西屋台格納庫 匠の家

作業風景 建築現場

若
者
定
住
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
交
付
金
事
業

南
会
津
町
で
働
き
ま
せ
ん
か
！

新
卒
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
応
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
新
規
学
卒
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
の
生
活
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

【
新
規
学
卒
者
】

　

町
に
住
所
が
有
り
、新
規
に
中
学
・

高
校
・
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
日
か

ら
２
年
以
内
に
、
正
社
員
と
し
て
就

職
し
た
方

【
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
】

　

40
歳
未
満
の
方
で
、
平
成
26
年
３

月
１
日
以
降
に
町
に
転
入
し
た
日
か

ら
２
年
以
内
に
、
正
社
員
と
し
て
就

職
し
た
方

３
つ
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
定
住
促
進
支
援
交
付
金

　

対
象
者
で
雇
用
期
間
が
３
か
月
を

経
過
し
た
方

・
単
身
者
（
10
万
円
）

・
夫　

婦
（
30
万
円
）

※
商
品
券
と
現
金
を
半
額
ず
つ
交
付

　

し
ま
す
。

②
定
住
住
宅
費
支
援
交
付
金

　

右
①
の
対
象
者
で
、
借
家
な
ど
に

入
居
し
て
い
る
方

・
賃
貸
料
の
２
分
の
１
（
月
額
２
万

　

円
限
度
）を
１
年
間
支
援
し
ま
す
。

③
人
材
育
成
交
付
金

　

右
①
の
対
象
者
を
雇
用
し
て
い
る

町
内
の
事
業
所

・
対
象
者
１
人
あ
た
り
10
万
円
を
交

　

付
し
ま
す
。

問
合
せ

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　弊社のＰＲＩＤＥは「木のぬくもりと香りを大事にしたい」です。
　大正創業より 4代守り継いだ技術、木をつかい木への想いを南会津の
大工がお客さまの期待に応えるよう誠心誠意、真心をこめて家をつくる。
　先代が培ってきた信頼、実績をさらに積み上げ、お客さまより「お願
いしてよかった」と言ってもらえる、地域に貢献できる明るい会社を目
指します。

　●会社の主な業務実績

【長年の実績】
・町内外に多数の住宅、倉庫、土蔵、車庫、工場、店舗などを建築
・町営住宅、田島中学校校舎耐震改修工事、西屋台格納庫、川島交流セ
　ンターなどの公共工事
【実績事業（※金額は補助限度額）】
　グリーン化事業（長期優良１１０万円・ゼロエネ１４０万円）、町産材
使用新築住宅等支援事業（２００万円）、介護保険居宅介護支援住宅改修
費支援事業（１８万円）、福島県省エネルギー住宅改修補助事業（１５０万
円）、高齢者にやさしい住まいづくり助成事業（１３万５千円）、木造住宅
耐震改修促進事業（１００万円）など、各種補助事業にも対応しています。

株式会社 大橋工務店
匠ｌ

ラ ボ

ａｂ一級建築士事務所

紹介動画を
ご覧ください。
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す
ま
い
る
だ
よ
り

「
本
当
の
強
さ
と
は
」

ｖｏｌ 20

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

北
風
に
あ
お
ら
れ
て
し
な
っ
て

も
、
激
し
い
雨
で
枝
が
折
れ

て
も
、
ま
た
再
生
す
る
木
の
よ
う
に
、

子
ど
も
も
そ
ん
な
強
さ
を
身
に
付
け

て
も
ら
え
た
ら
・
・
・
そ
う
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
何
が
あ
っ
て
も
び

く
と
も
し
な
い
タ
フ
さ
で
は
な
く
、

つ
ら
い
経
験
を
し
て
へ
こ
ん
だ
り
、

落
ち
込
ん
で
も
、
気
持
ち
を
立
て
直

す
「
し
な
や
さ
か
」
が
身
に
つ
い
て

い
る
子
ど
も
は
、
自
分
の
弱
さ
や
悔

し
さ
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
大
人
に
な
っ
て
も
上

手
に
周
囲
を
頼
り
、
困
っ
て

い
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
る
よ
う
な

人
間
関
係
を
築
き
や
す
い
と
考
え
ら

れ
、
こ
れ
は
、
今
年
の
３
月
号
（
№

１
５
６
）
で
触
れ
た
「
立
ち
直
る
力

（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
」
の
考
え
方
に
結

び
付
き
ま
す
。

今
回
は
、
少
し
話
を
発
展
さ
せ

て
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
育
む

方
法
を
ま
と
め
ま
す
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
、
一
朝
一
夕

で
手
に
入
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
人
に
よ
っ
て
限
界
が
あ

る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
の

暮
ら
し
方
次
第
で
、
ど
こ
ま
で
も
育

ま
れ
る
も
の
で
す
。
専
門
的
な
指
導

は
特
に
必
要
な
く
、
ど
の
家
庭
で
も

す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
内
容
が
多
い
こ

と
も
特
徴
で
す
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
育
む
方
法
に

は
、
次
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

が
あ
り
ま
す
。

①
生
活
習
慣
を
整
え
る
。

②
人
を
頼
っ
て
成
功
す
る
。

③
興
味
を
生
か
す
役
割
を
持
つ
。

④
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
気
持
ち
を
切

　

り
替
え
る
。

今
回
は
、
ス
テ
ッ
プ
①
「
生
活

習
慣
を
整
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
お
伝
え
し
ま
す
。

生
活
が
不
安
定
だ
と
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
が
で
き

な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
の
基
礎
は
「
栄
養
や
睡
眠
を
十

分
に
と
れ
る
安
定
し
た
生
活
」
に
な

り
ま
す
。
安
定
し
た
生
活
が
大
人
に

な
っ
て
も
身
に
付
い
て
い
な
い
と
、

会
社
へ
遅
刻
す
る
、
身
だ
し
な
み
が

整
わ
な
い
な
ど
、
多
く
の
苦
労
を
す

【
お
す
す
め
図
書
】

発
達
障
害
の
子
の
立
ち
直
り
力

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
育
て
る
本
」

藤
野
博
・
日
戸
由
刈
／
監
修

も
し
子
ど
も
が
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
に
苦
労
し
て
い
る
と
き

は
、
む
や
み
に
強
制
せ
ず
、
ル
ー
ル

そ
の
も
の
を
よ
り
簡
単
で
明
確
な
も

の
に
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ

て
家
庭
は
「
居
場
所
」
と
「
共

同
生
活
」
と
い
う
、
２
つ
の
大
き
な

意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
家

庭
が
居
場
所
だ
か
ら
子
ど
も
は
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
定

の
ル
ー
ル
を
守
る
共
同
生
活
の
場
だ

か
ら
こ
そ
生
活
習
慣
が
安
定
し
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
安
定
こ
そ
が
、
社

会
の
中
で
頑
張
る
力
や
立
ち
直
る
力

の
土
台
に
つ
な
が
り
ま
す
。
難
し
く

考
え
ず
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
生
活

習
慣
を
積
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

次
回
は
ス
テ
ッ
プ
②
「
人
を
頼
っ

て
成
功
す
る
」
を
お
伝
え
し

ま
す
。

ま
ず
は
、
食
事
や
入
浴
、
歯
磨

き
な
ど
の
習
慣
を
一
定
の
時

間
内
で
済
ま
せ
る
な
ど
、
あ
る
程
度

の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
繰
り
返

し
ま
し
ょ
う
。
寝
る
前
の
日
課
と
し

て
、
子
ど
も
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

好
き
な
こ
と
で
、
眠
り
を
誘
う
工
夫

も
あ
り
ま
す
。

片
付
け
が
苦
手
、
頼
ん
だ
こ
と

を
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う

子
ど
も
は
、
自
分
の
持
ち
物
を
管
理

す
る
こ
と
が
苦
手
な
の
で
、
家
庭
で

は
、
道
具
の
管
理
方
法
を
簡
単
に
教

え
る
方
法
が
効
果
的
で
す
。
た
だ
し
、

ル
ー
ル
を
説
明
す
る
と
き
は
、
「
あ

い
ま
い
な
ル
ー
ル
」
は
効
果
が
な
い

の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
「
大
事
な
プ
リ
ン
ト
は

マ
マ
に
。
そ
れ
以
外
は
フ
ァ

イ
ル
に
入
れ
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
で

は
、
子
ど
も
が
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
「
全
て
の
プ
リ
ン
ト
を
マ

マ
に
渡
す
」
と
い
う
明
確
な
ル
ー
ル

の
ほ
う
が
、
約
束
を
守
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ

や
す
い
原
因
の
一
つ
に
、
時

間
の
感
覚
が
身
に
付
い
て
い
な
い
可

能
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
「
ゲ
ー
ム

が
好
き
で
寝
る
時
間
が
遅
い
」
な
ど
、

時
間
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
に
集
中
し

て
し
ま
う
と
き
は
、
１
日
や
１
時
間

を
実
感
さ
せ
る
た
め
に
、
予
定
表
を

使
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
定
表
を

眺
め
る
習
慣
付
け
を
目
標
に
し
、
こ

ま
め
に
声
を
か
け
て
意
識
を
向
け
る

こ
と
で
、
一
般
的
に
小
学
校
高
学
年

か
ら
自
分
で
予
定
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
変
化
に
す
ぐ
気
付
く
、

細
部
に
目
が
届
く
子
ど
も
は
、

日
ご
ろ
か
ら
多
く
の
情
報
を
取
り
入

れ
る
の
で
、
本
来
は
疲
れ
や
す
い
は

ず
で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
自
身
は

自
分
の
疲
れ
に
鈍
く
睡
眠
リ
ズ
ム
も

整
わ
な
い
た
め
、
早
寝
早
起
き
や
睡

眠
時
間
を
確
保
し
て
も
、
な
か
な
か

寝
付
け
な
い
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
を
抱

え
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
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田島中学校野球部が躍進

中学校　
軟式野球 新人戦県大会で準優勝

準優勝に輝いた田島中野球部

　

11
月
３
日
、
い
わ
き
市
の
平
野
球
場
で
開
催

さ
れ
た
「
第
26
回
福
島
県
中
学
校
新
人
野
球
大

会
」
で
、
田
島
中
学
校
野
球
部
（
目
黒
貴
裕
監

督
）
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。　

　

並
み
い
る
強
豪
校
を
撃
破
し
、
た
ど
り
着
い

た
決
勝
の
相
手
は
植
田
東
中
学
校（
い
わ
き
市
）。

　

守
る
田
島
中
は
二
回
、
中
越
二
塁
打
、
左
前

適
時
打
と
連
打
で
１
点
を
先
制
さ
れ
る
と
、
三

回
に
も
連
打
な
ど
で
２
点
を
加
え
ら
れ
、
序
盤

で
３
点
を
失
う
苦
し
い
展
開
に
。

　

五
回
の
攻
撃
で
、
死
球
や
安
打
な
ど
で
チ
ャ

ン
ス
を
作
る
も
得
点
を
奪
え
ず
、
最
後
ま
で
相

手
投
手
を
打
ち
崩
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
夏
に
向
け
て
大
き
な
自
信
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

田島ちびっ子レスリングクラブの阿久津さん
全日本女子オープンで第２位

メダルと賞状を手にする阿久津さん

　

全
日
本
女
子
オ
ー
プ
ン
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
が
10
月
19
日
と
20
日
の
両
日
に
静
岡
県
焼

津
市
で
開
催
さ
れ
、
田
島
ち
び
っ
子
レ
ス
リ
ン

グ
ク
ラ
ブ
の
阿
久
津
こ
は
る
さ
ん
（
荒
海
小
５

年
）
が
第
２
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ズ
５
・
６
年
生
の
部
28
㎏
級
に
出
場
し

た
阿
久
津
さ
ん
。
決
勝
で
は
得
意
の
タ
ッ
ク
ル

で
先
制
点
を
奪
う
も
、
徐
々
に
相
手
の
ペ
ー
ス

に
の
ま
れ
て
惜
敗
し
ま
し
た
。

　

大
会
を
振
り
返
っ
た
阿
久
津
さ
ん
は
、「
初

め
て
出
場
し
た
大
会
で
、
結
果
が
出
せ
て
う
れ

し
か
っ
た
。
得
意
技
に
磨
き
を
か
け
て
、
次
こ

そ
は
優
勝
し
た
い
」
と
抱
負
を
誓
い
ま
し
た
。

　

全
国
の
頂
へ
は
あ
と
一
歩
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

鴫山短歌会が公開短歌会
短歌に触れるキッカケに

批評と感想を語り合う参加者

イベント収益の一部を町に寄付
町の健康福祉事業の向上に

寄付金を手渡す星実行委員長㊨（１０月２５日）

　

新
元
号
「
令
和
」
で
万
葉
集
や
短
歌
に
注
目

が
集
ま
る
中
、
広
く
短
歌
に
触
れ
て
い
た
だ
こ

う
と
、
鴫
山
短
歌
会
（
湯
田
恭
之
会
長
）
に
よ

る
公
開
短
歌
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
、
役
場
本
庁
舎
１
階
の
多
目
的
ホ

ー
ル
に
は
、
一
般
の
方
8
人
を
含
め
18
人
が
参

加
。
短
歌
の
歴
史
な
ど
の
説
明
に
続
き
、
二
十

首
の
短
歌
の
朗
読
（
披
講
）、
投
票
（
選
歌
）

と
開
票
を
経
て
批
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
評
価
や
感
想
が

難
し
い
」「
和
や
か
で
良
か
っ
た
」「
毎
月
二
首

作
る
の
は
大
変
そ
う
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

湯
田
会
長
は
、「
よ
り
多
く
の
方
に
短
歌
に

触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
に
一
度
は
公
開
短

歌
会
を
開
催
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
で
あ
る
た
め
に
必
要
な
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
術
や
管
理
方
法
を
紹
介
す
る
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
リ
ゾ
ー
ト
南
会
津
（
星
和
明

実
行
委
員
長
）」。

　

今
年
は
、〝
自
分
で
で
き
る
医
者
い
ら
ず
の

体
づ
く
り
〟
を
テ
ー
マ
に
、
９
月
１
日
に
南
会

津
そ
ば
ウ
ォ
ー
ク
と
同
時
開
催
さ
れ
、
体
験
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
や
医
師

に
よ
る
対
談
を
は
じ
め
、
操
体
法
や
腱
引
き
療

法
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
ブ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
の
健
康
福
祉
事
業
の
向
上
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
イ
ベ
ン
ト
収
益
の
一

部
が
町
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛輝診療所の山田先生が呼びかけ、１００回達成
ゴルフで健康づくりと認知症予防

横断幕を手に記念撮影（１１月４日＝会津高原たかつえカントリークラブ）

　

平
成
15
年
、
舘
岩
地
域
に
愛
輝
診
療
所
を
開

設
し
た
山
田
仁
先
生
（
医
療
法
人
仁
嘉
会
理
事

長
）
は
、
地
域
の
高
齢
化
と
高
齢
世
帯
の
増
加

に
危
機
感
を
感
じ
、
ゴ
ル
フ
を
通
し
た
健
康
づ

く
り
を
愛
好
者
と
と
も
に
広
く
呼
び
か
け
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
23
年
７
月
に
第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ

る
と
、
今
年
の
11
月
に
は
記
念
す
べ
き
１
０
０

回
目
を
達
成
。
当
日
は
約
60
人
の
参
加
者
で
、

和
や
か
に
ゴ
ル
フ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
参
加
者
は
、延
べ
３
千
人
以
上
。

山
田
先
生
は
「
今
後
も
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま

で
一
人
で
も
多
く
の
参
加
者
を
募
り
、
町
民
の

健
康
増
進
と
認
知
症
の
予
防
に
貢
献
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
は
魅
力
的
な
認
知
症
予
防
ツ
ー
ル
に

な
る
―
。

　

平
成
30
年
３
月
、
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
（
愛
知
県
）
な
ど
は
、
ゴ
ル
フ
は
、
適
度

な
運
動
や
ス
コ
ア
を
数
え
る
脳
ト
レ
要
素
、
他

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
の
交
流
な
ど
が
、
認
知
機
能

低
下
の
予
防
に
効
果
的
と
す
る
研
究
結
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
は
、
同
セ
ン
タ
ー
と
ゴ
ル
フ
関
連

団
体
「
ウ
ィ
ズ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
ゴ
ル
フ
協
議
会

（
東
京
都
）」、東
京
大
、杏き

ょ
う
り
ん林
大
が
共
同
で
実
施
。

　

平
成
28
年
10
月
か
ら
半
年
に
わ
た
り
、
ゴ
ル

フ
を
プ
レ
ー
す
る
前
後
の
記
憶
検
査
結
果
な
ど

を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
プ
レ
ー
後
の
単
語
記
憶

能
力
や
、
物
語
を
聞
い
て
設
問
に
回
答
す
る
論

理
的
記
憶
能
力
が
向
上
し
た
た
め
、「
適
度
な

運
動
や
ス
コ
ア
を
数
え
る
こ
と
な
ど
が
、
認
知

力
低
下
の
予
防
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
分
析

し
ま
し
た
。

　

関
係
者
は
、「
学
術
的
に
証
明
さ
れ
た
こ
と

で
、
未
経
験
者
が
ゴ
ル
フ
を
始
め
る
き
っ
か
け

に
な
る
。
認
知

症
予
防
が
で
き

れ
ば
、
社
会
貢

献
に
も
つ
な
が

る
」
と
し
て
い

ま
す
。

ゴ
ル
フ
が
認
知
症
予
防
に
効
果
的

仕事やイベントで着用＝奥会津博物館
オリジナルの仕事着で藍染めをＰＲ

仕事着を着用する渡部館長

　

江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
る
藍
染
め
の
伝

統
技
術
を
、
今
に
伝
え
る
奥
会
津
博
物
館
（
渡

部
徹
館
長
）。
藍
染
体
験
も
年
々
好
調
で
、
今

年
は
す
で
に
１
４
７
２
人
が
体
験
し
て
い
ま
す
。

　

藍
染
指
導
な
ど
の
業
務
で
、〝
仕
事
着
〟
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
た
同
館
は
、
こ
の
た
び
田

島
藍
染
保
存
会
（
大
竹
節
子
会
長
）
の
協
力
を

得
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
仕
事
着
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

通
常
業
務
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
で
着
用
し
、
町
の
貴
重
な
藍
染
め
を
全
国

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

背の大紋には「奥」の文字

湯ノ花区が道路功労者表彰を受賞
区を挙げた道路環境整備が高評価

受賞を報告する大山区長㊨（１０月２５日）

　

８
月
19
日
、
杉
妻
会
館
（
福
島
市
）
で
行
わ

れ
た
福
島
県
道
路
愛
護
団
体
等
表
彰
式
で
、
湯

ノ
花
区
（
大
山
義
幸
区
長
）
が
、

（社）
日
本
道
路

協
会
の
道
路
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

湯
ノ
花
区
は
長
年
に
わ
た
り
、
尾
瀬
国
立
公

園
に
編
入
さ
れ
た
田
代
山
へ
つ
な
が
る
、
県
道

栗
山
舘
岩
線
沿
い
の
花
壇
整
備
や
草
刈
り
な
ど

の
環
境
整
備
の
ほ
か
、
沿
道
か
ら
望
む
農
地
の

法
面
へ
の
ツ
ツ
ジ
植
栽
、
さ
ら
に
は
同
区
女
子

会
が
沿
道
へ
ス
イ
セ
ン
を
植
栽
す
る
な
ど
、
区

を
挙
げ
て
積
極
的
な
景
観
整
備
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、来
訪
者
へ
の
「
癒
や
し
」
と
「
お

も
て
な
し
」
の
提
供
が
高
く
評
価
さ
れ
、
受
賞

に
至
り
ま
し
た
。
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高
齢
者
・
障
が
い
者
作
品
展

丹
精
込
め
た
作
品
を
発
表

　

創
作
活
動
を
通
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
・
障
が
い
者
作

品
展
が
、
町
内
各
地
域
の
文
化
祭
に
併
せ
て
開

催
さ
れ
、
長
年
培
っ
た
技
術
や
ア
イ
デ
ア
が
溢

れ
る
２
８
０
点
の
出
展
作
品
が
、
来
場
者
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
高
齢
者
の
出

展
作
品
の
う
ち
41
点
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
町
長
賞
】　　
　
　

※
氏
名
・
団
体
名
（
地
域
）

●
金
賞
（
個
人
）

　

室
井
み
ね
よ（
田
島
）、阿
久
津
モ
ト（
舘
岩
）、

　

渡
部
孝
子
（
伊
南
）、
月
田
國
江
（
南
郷
）

●
金
賞
（
団
体
）

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
輝
（
田
島
）、
湯

　

花
里
苑
（
舘
岩
）、
尾
白
荘
（
伊
南
）、
み
さ

　

わ
荘
（
南
郷
）

●
銀
賞

　

湯
田
保
典
・
杉
山
カ
ク
子
（
田
島
）、
舘
岩

　

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
星
ヨ
シ
子
（
舘

　

岩
）、
佐
野
久
子
・
河
原
田
キ
チ
子
（
伊
南
）、

　

齋
藤
菊
子
・
馬
場
イ
マ
ノ
（
南
郷
）

●
銅
賞

　

室
井
清
勝
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
優
雅
・

　

芳
賀
要
二
（
田
島
）、小
椋
ハ
ツ
エ
・
星
友
江
・

　

芳
賀
梅
子
（
舘
岩
）、
森
コ
ウ
・
河
原
田
キ

　

チ
子
・
馬
場
タ
カ
子
（
伊
南
）、五
十
嵐
由
一
・

　

五
十
嵐
一
・
大
塚
タ
カ
ノ
（
南
郷
）

【
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
長
賞
】

　

馬
場
タ
カ
子
（
伊
南
）

【
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
南
会
津
地
区
有
功
会
長
賞
】

　

平
野
修
司
（
伊
南
）

【
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
賞
】

　

上
町
老
人
ク
ラ
ブ
（
田
島
）

【
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
】

　

星
喜
七
（
舘
岩
）

【
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
】

　

渡
部
喜
平
（
南
郷
）

【
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
】

　

佐
藤
通
弘
（
田
島
）、
舘
岩
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

高
夕
（
舘
岩
）、
佐
藤
万
里
子
（
伊
南
）、
大

　

塚
順
子
（
南
郷
）

【
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
】

　

室
井
眞
善
（
田
島
）、
湯
花
里
苑
デ
イ
ケ
ア

　

手
芸
部
（
舘
岩
）、
馬
場
廣
美
（
伊
南
）・
邉

　

見
美
代
子
（
南
郷
）

作品展の様子（田島地域）

作品展の様子（南郷地域）

関係省庁などへ整備を要望
田代山山腹の崩落を防ぐ対策を

八木哲也環境大臣政務官㊥に要望書を手渡す大宅
町長㊨と室井議長㊧（１１月１４日＝環境省）

　

台
風
19
号
が
も
た
ら

し
た
大
雨
で
、
尾
瀬
国

立
公
園
田
代
山
の
山
腹

が
崩
落
し
、
西
根
川
流

域
に
膨
大
な
土
砂
な
ど

が
流
出
。こ
の
影
響
で
、

木
賊
温
泉
「
岩
風
呂
」

の
埋
没
と
建
物
が
流
失

し
た
ほ
か
、
舘
岩
川
を
は
じ
め
と
す
る
下
流
域

の
濁
水
や
河
床
の
上
昇
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
さ
ら
な
る
山
腹
の
崩
落
と
土
砂
の
流

出
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
と
し
て
、
治
山
・
砂
防

施
設
の
早
急
な
整
備
な
ど
求
め
る
緊
急
要
望
書

を
、
環
境
省
と
農
林
水
産
省
、
地
元
選
出
国
会

議
員
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

尾
瀬
国
立
公
園
田
代
山
特
別
保
護

地
区
の
保
全
と
流
域
へ
の
対
策
が
急

が
れ
る
中
、
関
係
者
か
ら
は
「
情
報

を
共
有
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
む
」

な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

崩落が著しい田代山の山腹

南会津地方振興局がツアーを企画、利用促進へ
会津・野岩鉄道に乗って鬼怒川散策

ツアーに参加した皆さん（１０月５日＝鬼怒楯岩大吊橋）

　

会
津
・
野
岩
鉄
道
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

南
会
津
地
方
振
興
局
で
は
「
会
津
・
野
岩
鉄
道

で
行
く
！
沿
線
ダ
ム
＆
鬼
怒
川
渓
谷 

絶
景
満

喫
ツ
ア
ー
」
を
、
10
月
5
日
と
11
月
9
日
、
2

回
実
施
し
ま
し
た
。

　

南
会
津
郡
内
に
在
住
す
る
方
を
対
象
と
し

た
、沿
線
ダ
ム（
五
十
里
ダ
ム
・
川
治
ダ
ム
）と

鬼
怒
川
渓
谷
沿
い
を
散
策
す
る
ツ
ア
ー
に
は
、

計
32
人
（
内
、
町
内
29
人
）
が
参
加
。「
ダ
ム

か
ら
眺
め
る
景
色
な
ど
、
鉄
道
沿
線
の
今
ま
で

知
ら
な
い
景
色
を
楽
し
め
た
。
ま
た
鉄
道
を
利

用
し
た
い
」な
ど
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
振
興
局
で
は
会
津
・
野
岩
鉄
道
の

利
用
促
進
に
向
け
た
事
業
を
実
施
し
て
い
く
予

定
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
会
津
・
野
岩
鉄
道
を
積

極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ふるさとづくりが優良活動表彰県知事賞を受賞
「中荒井に生まれてよかった！」を目指して

受賞の報告に訪れた渡部代表㊥と渡部昭一さん㊧（１１月２１日）

　

農
業
後
継
者
の
減
少
で
農
地
の
維
持
管
理
が

心
配
さ
れ
る
中
、「
ふ
る
さ
と
の
大
地
を
育
み

守
っ
て
い
く
べ
き
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
平

成
25
年
４
月
に
設
立
し
た
、
な
か
あ
ら
い
大
地

を
育
む
会
活
動
組
織
（
渡
部
雅
俊
代
表
＝
中
荒

井
区
長
）。

　

農
業
・
農
村
の
継
続
で
得
ら
れ
る
〝
め
ぐ
み

（
多
面
的
機
能
）〟
を
維
持
す
る
た
め
、
保
全
管

理
や
鳥
獣
害
対
策
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

大
学
生
と
の
連
携
・
交
流
を
と
お
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
中
荒
井
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
！
」を
目
指

す
ふ
る
さ
と
づ
く
り
。こ
の
た
び
、こ
れ
ら
多
面

的
機
能
を
維
持
す
る
地
域
を
挙
げ
た
活
動
が
、優

良
活
動
表
彰
で
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

納税に関するお問い合わせ先は

税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120

　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所町民課　　　℡ 0241-72-2224

１２月の「休日納付・休日納税相談」開設日を変更します
　税務課では、毎月の最終日曜日に「休日納付・休日納税相談」を開設しています。
　１２月の最終日曜日が２９日（閉庁日）に当るため、前週の２２日に変更します
のでご注意ください。
　なお、時間は午前８時３０分から正午までです。

【問合せ】税務課　収税係　℡0241-62-6110

１２月の納税こよみ
固 　 定 　 資 　 産 　 税　　第３期
国 民 健 康 保 険 税　　第６期
介 　 護 　 保 　 険 　 料　　第６期
後期高齢者医療保険料　　第５期

納期限は１２月２５日（水）です

国 　 民 　 年 　 金　　11月分

納期限は１月６日（月）です
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11月 会議・行事名
１ 第三セクター統合検討協議会 /

文化祭高齢者作品展審査会
２ 田島文化祭 / 市町村対抗福島県

縦断駅伝競走大会南会津町チー
ム結団式

３ 南会津地方環境衛生組合職員採
用二次試験

５ 阿賀野川流域上流部調査 / 内堀
雅雄福島県知事来町（台風１９
号豪雨災害現地視察）

６ 会津森林管理署南会津支署田代
山調査結果報告

７ 南会津地方環境衛生組合視察研
修（初日）

８ 南会津地方環境衛生組合視察研
修（２日目）

11 町災害対策本部会議 / 県病院局
経営評価委員会

12 町環境審議会
13 東京２０２０オリンピック・パ

ラリンピックホストタウン首長
会議

14 田代山崩落に関する緊急要望活
動（環境省、林野庁ほか）

15 新過疎法制定実現総決起大会
16 まるごと南会津観光ＰＲフェア
18 町都市計画審議会 / ＮＰＯ法人

あたご要望来庁 / 会津高原フレ
ンド・カントリークラブ㈱懇談
会

19 全国治水砂防促進大会
20 議員懇談会 / 課長会議
21 野岩鉄道㈱取締役会
22 庁舎視察対応（西郷村・徳島県

鳴門市）/ 町功労者表彰式 / 町
消防団しんごろう会

25 ようこそ町長室へ（田島地域）
/ 町職員労働組合２０１９秋季
確定闘争要求書提出 / 若者定住
応援プログラム交付金交付式

26 死亡叙勲伝達式
27 全国町村長大会 / 南会津地方町

村会懇談会
28 田代山崩落に関する緊急要望活

動（関東森林管理局）
29 木伏区収穫祭

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 65
くらしの情報
local   life   Information

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

お
知
ら
せ
・
募
集

相
　
談

②
施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

12
月
16
日
（
月
）・
18
日
（
水
）・
25
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場問

福
島
県
へ
の
移
住
・
就
職
相
談
は

「
福
が
満
開
、
福
し
ま
暮
ら
し
情
報

セ
ン
タ
ー
」
ま
で

　

福
島
県
で
は
、
県
内
へ
の
移
住
・
就
職
に
関

す
る
相
談
窓
口
「
福
が
満
開
、
福
し
ま
暮
ら
し

情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
東
京
・
有
楽
町
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

定
期
的
に
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

東
京
交
通
会
館
８
階　

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援

　

セ
ン
タ
ー
内
（
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
２

　

の
10
の
１
）

　

０
３
（
６
５
５
１
）
２
９
８
９

※
開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
休　
館　
日
：
月
曜
、
祝
日
、
お
盆
と
年
末
年

　
　
　
　
　
　

始
の
休
館
期
間

℡ 場

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

℡ 問 ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

か
ら
の
お
知
ら
せ　

 　
　

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
、
７
か
月
間
の
職

業
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご

要
望
に
お
応
え
し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ

（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
き
）

電
気
設
備
技
術

（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
き
）

定

員

６
人

６
人

訓
練
期
間
令
和
２
年
２
月
４
日
～
８
月
28
日

（
７
か
月
間
）

対
象
者
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い

と
判
断
さ
れ
た
方

訓
練
場
所
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市

神
指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

受
講
料
無
料

募
集
締
切
令
和
２
年
１
月
17
日
（
金
）

選
考
日
時
令
和
２
年
１
月
21
日
（
火
）
午
前
９
時

福
島
で
暮
ら
し
た
い
！
働
き
た
い
学
生
の
皆
さ
ん

奨
学
金
の
返
還
を
支
援
し
ま
す

　

福
島
県
の
未
来
を
創
造
す
る
新
産
業
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
医
療
機
器
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
。）
へ

の
就
職
を
希
望
す
る
大
学
生
な
ど
の
、
奨
学
金

返
還
を
支
援
し
ま
す
。

　

福
島
県
で
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
は
じ
め
ま

せ
ん
か
。

区

分

一
般
枠

理
系
枠

学

部

不
問

理
工
系
学
部

募
集
締
切

令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
）　

※
必
着

対
象
者 　

大
学
な
ど
を
卒
業
後
、
６
か
月
以
内
に

支
援
対
象
と
な
る
産
業
の
企
業
に
正
規
雇

用
に
よ
り
就
職
し
、
５
年
以
上
福
島
県
内

で
勤
務
・
定
住
を
予
定
す
る
学
生

●
（独）
日
本
学
生
支
援

　

機
構
の
第
一
種
・

　

第
二
種
奨
学
金
の

　

貸
与
を
受
け
て
い

　

る
方

●
（独）
日
本
学
生
支
援

　

機
構
の
第
一
種
奨

　

学
金
の
貸
与
を
受

　

け
て
い
る
方

●
４
年
制
大
学
の
３

　

年
生

●
６
年
制
大
学
の
５

　

年
生

●
大
学
院
修
士
課
程

　

・
博
士
課
程
に
在

　

籍
し
、
次
年
度
に

　

修
了
す
る
学
生

●
高
等
専
門
学
校
専

　

攻
科
の
１
年
生

●
４
年
制
大
学
理
工

　

系
学
部
の
１
・
２

　

年
生

●
６
年
制
大
学
理
工

　

系
学
部
の
３
・
４

　

年
生

募
集
人
数

25
人

７
人

補
助
金
額

※
上
限
あ
り 　

卒
業
ま
た
は
修
了

ま
で
に
貸
与
を
受
け

た
奨
学
金
の
う
ち
、

24
か
月
分（
相
当
額
） 　

卒
業
ま
で
に
貸
与

を
受
け
た
奨
学
金
の

う
ち
、48
か
月
分（
相

当
額
）

応
募
方
法 　

必
要
書
類
を
整
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
や
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
は
、
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

℡ 【
申
込
み
・
問
合
せ
】

福
島
県
商
工
労
働
部 

雇
用
労
政
課

〒
９
６
０
―
８
６
７
０　
福
島
市
杉
妻
町
２
の
16

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
９
０

　

koyourousei@pref.fukushim
a.lg.jp

　

https://www.pref.fukushima.lg.jp/life/6/23/80/

ＥHP労
働
困
り
ご
と
相
談
会
の
ご
案
内

　

 　
　
　
　
　
　

※
事
前
予
約
制

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職
な
ど
、
労
使
間

の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
お

答
え
す
る
相
談
会
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】

開
催
日

令
和
２
年
１
月
26
日（
日
）

区

分

現
地
相
談
会

電
話
相
談

場

所
白
河
市
産
業
プ

ラ
ザ
人
材
育
成

セ
ン
タ
ー

福
島
県
い
わ
き

合
同
庁
舎

福
島
県
労
働
委

員
会
事
務
局

時

間

午
前
10
時
～
午
後
４
時

午
前
10
時
～

午
後
７
時　

申
込
締
切

令
和
２
年
１
月
24
日（
金
）
※
事
前
予
約
制

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
５
９
４

　

roudousoudan@pref.fukushim
a.lg.jp

℡Ｅ 申 【
募
集
概
要
】

【
支
援
対
象
と
な
る
産
業
】

　

日
本
標
準
産
業
分
類
の
「
製
造
業
」「
電
気
・

ガ
ス
・
熱
供
給
、
水
道
業
」「
情
報
通
信
業
」

に
属
し
、
か
つ
次
に
該
当
す
る
産
業

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

②
医
療
関
連
（
創
薬
関
連
含
む
。）

③
ロ
ボ
ッ
ト
関
連

④
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
関
連

⑤
輸
送
用
機
械
関
連
（
航
空
宇
宙
関
連
含
む
。）

⑥
電
子
機
械
関
連

⑦
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

⑧
６
次
化
関
連

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
」で

不
合
理
な
待
遇
差
が
解
消

　

こ
の
法
律
の
施
行
で
、
同
じ
職
場
で
働
く
正

社
員
と
の
間
で
、
基
本
給
や
賞
与
、
手
当
な
ど

の
、
あ
ら
ゆ
る
待
遇
の
不
合
理
な
差
の
設
け
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

福
島
労
働
局
で
は
特
別
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、「
非
正
規
だ
か
ら
仕
方
な
い
」

と
あ
き
ら
め
る
前
に
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

企
業
の
担
当
者
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

【
法
律
施
行
日
】

●
大　
企　
業
：
令
和
２
年
４
月
１
日
施
行

●
中
小
企
業
：
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
適
用

　

福
島
労
働
局　

雇
用
環
境
・
均
等
室

　

０
２
４
（
５
３
６
）
４
６
０
９

※
開
設
期
間
は
、
令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

　

ま
で
。

※
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

　

後
５
時
15
分
ま
で
。

℡ 問

令和２年２月１日

２０２０年２０２０年
　農林業センサス　農林業センサス
次代につなぐ豊かな農林業のために、
農林業の今を知るための統計調査にご協力ください。 農林水産省

南
会
津
で
「
第
九
」
を
う
た
う

【
日
時
】

　

12
月
15
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

【
会
場
】

　

御
蔵
入
交
流
館　

文
化
ホ
ー
ル

【
出
演
】

●
指
揮
／
髙
橋
裕
之

●
管
弦
楽
／
新
潟
室
内
合
奏
団

●
ソ
リ
ス
ト
／
渡
部
史
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
＝
南
会
津
町

　

出
身
）、
室
井
州
美
枝
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
＝
下
郷

　

町
在
住
）、
伊
達
達
人
（
テ
ノ
ー
ル
＝
会
津
美

　

里
町
出
身
）、
平
野
亘
（
バ
リ
ト
ン
＝
檜
枝
岐
村

　

出
身
）

【
入
場
料
】

　

大
人
１
５
０
０
円

　

高
校
生
以
下
無
料
（
要
整
理
券
）

※
全
席
自
由

※
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
好
評
発
売（
無
料
配
布
）中
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

南
会
津
第
九
の
会
事
務
局　

有
賀

　

電
話
０
９
０
（
４
１
７
０
）
９
７
９
４

　

メ
ー
ルariga@lim

e.plala.or.jp
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健康通信
Health Information

月日 病　　院　　名 電　話
12月15日 伊南小野木クリニック（南会津町） 0241-76-7780
　　22日 舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町） 0241-78-8688
　　29日 耳鼻咽喉科あべクリニック（南会津町） 0241-62-8733
１月５日 朝 日 診 療 所（只　見　町） 0241-84-2221
　　12日 き む ら ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-62-5576
　　19日 佐 藤 医 院（下　郷　町） 0241-67-2134
　　26日 高 橋 医 院（南会津町） 0241-62-0040

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

１２ ・ １月の日曜当番医
ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者
12月18日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

令和元年８月生まれ
１月15日（水） ３～４か月児健診 令和元年９月生まれ
１月17日（金） ２歳児歯科健診 平成29年７月～８月生まれ
１月22日（水） ３歳６か月児健診 平成28年６月～７月生まれ

健康通信
Health Information

●乳幼児健康相談
日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

12月17日（火） ６～８か月児健康相談 13：30～13：45 健診ホール
（御蔵入交流館内） 令和元年５月～６月生まれ

３歳６か月児健診 むし歯「ゼロ」のお友だち

湯田 美
み わ

葉 ちゃん

（田島）

大橋 杏
あ ん な

南 ちゃん

（田島）

渡部 朝
あ さ ひ

陽 くん

（田島）

渡部 翔
か い り

理 くん

（田島）

星 咲
さ き

希 ちゃん

（舘岩）

湯田 歩
あ ゆ む

夢 くん

（田島）

猪俣 明
み ら い

星 くん

（田島）

田中 はるの ちゃん

（南郷）

星 悠
ゆ う と

斗 くん

（田島）

平野 新
し ん じ ろ う

二郎 くん

（舘岩）

妊産婦の皆さん、心身の健康チェックしてみませんか？
　産後のお母さんの心身が回復するまでには、約１年が必要とされています。特に産後２か月間は、ホルモンバランスが
変化するため、赤ちゃんとの生活のペースがつかめずにイライラしたり、落ち込みがちになります。
　県立医科大学では、妊娠届出の約１年後に県民健康調査「妊産婦に関する調査」を通して、妊産婦の皆さまの心身の健
康状態などを確認し、必要に応じてメールや電話相談を行うことで、より充実した妊産婦支援を目指します。
　スマートフォンかパソコンによるオンライン回答もできます。ぜひ調査へのご協力をお願いします。
【対　象　者】①平成３０年８月１日から令和元年７月３１日の間に、県内の市町村から母子（健康）手帳を交付された方
　　　　　　②上記期間中に、県外で母子（健康）手帳の交付を受け、県内で里帰り出産をされた方。
【調査内容】妊産婦のこころの健康状態、現在の生活や育児の状況、妊娠や出産の経過、次回の妊娠に対する意識など。
【調査時期】令和２年１月１０日（金）から。（対象者を分けて発送）
【そ　の　他】出産から約４年後と約８年後に、フォローアップ調査もあります。
【問　合　せ】福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理センター
　　　　　　●専用ダイヤル　電話０２４- ５４９- ５１８０（受付時間：平日午前９時～午後５時）
　　　　　　●専 用 メ ー ル　nimpu@fmu.ac.jp

「がん検診」「健康診査」の申し込みをお忘れなく令
和

年
度２

　町では、令和２年度の健診（検診）がスムーズに受診できるよう、事前に
申し込みを受け付けています。
　１２月上旬に、各地区の保健協力員を通じて世帯ごとに申込書を配布しま
すので、必要事項をご記入の上、期限内の提出にご協力ください。
　健診（検診）を受け、ご自身の健康をチェックしましょう。
【対　象　者】町内に住所を有する次の方
　　　　　　①３０歳以上の男性　②２０歳以上の女性
【提出期限】１２月２０日（金）
　　　　　　※ご自身が希望する項目に〇を付けて提出してください。
　　　　　　※受診を希望されない方も、提出にご協力ください。
【問　合　せ】健康福祉課　健康増進係　電話０２４１- ６２- ６１７０

み
ほ
ん
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館図書館へ行こう！

◆１２月は「師走（しわす）」と呼ばれますが、日本語
　大辞典にも語源の記述はなく、末尾に諸説が数説列挙
　されています。
◆そのひとつに「経をあげるために師僧が東西を馳せ走
　る月」とあります。師僧ほどとはいかずとも、たしか
　に何かと１２月は忙しいなと感じています。
◆新年を迎えるために、旧年のやり残しを片付けて締め
　くくる・・・ことができればと思う今日この頃です。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆令和元年１２月１日現在

総人口 １５, ３４６ 人 （－３２）
男 ７, ５２４ 人 （－１６）
女 ７, ８２２ 人 （－１６）

世帯数 ６, ６１５ 世帯 （－　８）
※（　）内は前月比　

【一般図書】

平成出版データブック　　　　　　　能勢　仁／著

皇室別冊　　　　　　　扶養社「皇室」編集部／編

認知症の人と一緒に作るアルバム自分史　北林　陽児／著

鉱物（いし）語り　　　　　　　　　藤浦　淳／著

夫が知らない家事リスト　　　野々村　友紀子／著

からだが温まるとろみのレシピ　　吉澤　まゆ／著

世界一かわいいエゾモモンガ　　進　啓士郎／写真

古典の裏　　　　　　　　　　　　　松村　瞳／著

人を乞う　　　　　　　　　　あさの　あつこ／著

湘南夫人　　　　　　　　　　　石原　慎太郎／著

小箱　　　　　　　　　　　　　　小川　洋子／著

純、文学　　　　　　　　　　　　　北野　武／著

そして誰も死ななかった　　　　　白井　智之／著

太陽はひとりぼっち　　　　　　鈴木　るりか／著

生命式　　　　　　　　　　　　村田　沙耶香／著

怪談飯屋古狸　　　　　　　　　　輪渡　颯介／著

夫のトリセツ　　　　　　　　　黒川　伊保子／著

楽しくなければ仕事じゃない　　　干場　弓子／著

親の健康を守る実家の片づけ方　　永井　美穂／著

Ｓｔａｇｅ　Ｆｏｒ～　　　　　　堀　ちえみ／著

希林さんといっしょ　　　　　　　是枝　裕和／著

「言いたいこと」から引ける敬語辞典　西谷　裕子／著

いもうと　　　　　　　　　　　　赤川　次郎／著

監禁探偵　　　　　　　　　　　我孫子　武丸／著

４分間のマリ―ゴールド　　　　　　キリエ／原作

ツナグ　　　　　　　　　　　　　辻辻村　深月／著

科警研のホームズ　　　　　　　　喜多　喜久／著

【児童図書】

お札に描かれる偉人たち　　　　楠木　誠一郎／著

気象キャラクター図鑑　　　　　筆保　弘徳／監修

今、空に翼広げて　　　　　　　　山本　悦子／著

金魚ははらぺこっ！！　　　　Ｈ.Ｍ.ボウマン／作

せかいいちしあわせなクマのぬいぐるみ　サム　マクブラットニィ／文

かがみとチコリ　　　　　　　　　角野　栄子／文

みみみみ　　　　　　　　川之上　英子／さく・え

ジムのおなかがなりました　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　ローレル　スナイダ―／文

くいしんぼうのサンタクロース　中川　ひろたか／作

「へてかへねかめ」おふろでね　　宮川　ひろ／作

どこ？　　　　　　　　　　　　　山形　明美／作

わたしねこがかいたいの　ミシェル　ロビンソン／文

５分後に超ハッピーエンド　　　　エブリスタ／編

５分後に猛毒なラスト　　　　　　エブリスタ／編

南河国物語　　　　　　　　　　　濱野　京子／作

ふしぎ駄菓子屋銭天堂12　　　　　廣嶋　玲子／作

ふとんがふっとんだ　　　　　　　新井　洋行／作

しろいしろいころわん　　　　　間所　ひさこ／作

やすみのひ　　　　　　　　　　　小池　壮太／作

かべのすきま　　　　　　　　　　　中西　翠／文

はりねずみくんのねがいごと　はらだ　よしこ／作

みんなのおすし　　　　　　　はらぺこめがね／作

かいぶつのとしょかん　　　ふくい　りえ／文・絵

はたらくくるまたちのクリスマス　　　　　　　　

　　　　　　　　シェリー ダスキー リンカ―／文

新 着 本 の ご 案 内

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

１月 （Ｊａｎｕａｒｙ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

12 月（Ｄｅｃｅｍｂｅｒ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 23 25 26 27 28

29 30 31

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

イベントのご案内

≪おはなし会≫

テーマ 「クリスマス」 「いっしょ」

開催日 １２月２１日（土） １月１８日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象
どなたでも参加できます。

（内容は幼児～小学校低学年向け。）

※申し込み不要です。直接会場にお越しください。
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まちの文芸
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ホストタウンをＰＲ
～ ふくしまフェスティバルin郡山 ～

大会ホストタウン
シリーズ２

南会津町 × アルメニア共和国

東京２０２０　オリンピック
パラリンピック　への取り組み

　東京２０２０オリンピック・パラリンピックまで、残り３００日余り。福島県は、大会の機
運を盛り上げるため、県内のホストタウン市町村が一堂に会するＰＲイベントを、１０月２６
日と２７日の両日にイオン郡山フェスタ店で開催しました。
　各市町村の展示ブースでは、ホストタウン相手国の観光ＶＲ（バーチャル・リアリティ）体
験や民族衣装の無料体験など、さまざまなコーナーが設置されました。
　南会津町は、アルメニア共和国とのこれまでの交流の取り組みなどを、パネルを使って紹介
しました。また、ステージで紹介される「ふるさとの祭り」では、福島県重要無形民俗文化財
に指定される「高野の三匹獅子」が伝統の舞を披露し、多くの来場者を魅了しました。
　今後も、ホストタウンとしての取り組みを積極的にＰＲし、お互いの国や地域の理解と交流
を深めていきます。

ステージで披露された「高野の三匹獅子」

ホストタウンとしての取り組みなどをパネルで紹介 来場者にアルメニア共和国との交流をＰＲ


